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1，　 は じめに

　浅海域に お け る富栄養化は ， 海水中 お よ び 海底

泥表而 に お け る有機物 の 蓄積 で 示さ！z．る こ とが 多

い．こ の 中で ，窒素お よ び リ ン 化合物ぽ ， 水中 の

植 物 プ ラ ン ク ト ン の 光台成 に 伴 い 吸収 され て 生物

体 の 構成 成分 と な り，海洋 の 生 態系内を め ぐ っ て

最終的 に は 沈降 して 浅 い 海底に 堆積 し，海底泥上

で の 分解に よ る底層水 の 貧酸素化を うな が し て い

る ．こ れ ら の 現象は 浅海域 の 豊か な有用水産物 の

生 産に 影 響 し，特に 高次生産生 物 の 減産に つ なが

る こ とが報告 （上 田 ，
19731））　さ れ て い るに もか

か わ らず，浅海域 の 富栄養化に お け る プ ラ ン ク ト

ン 等 の 生物 の 役割に つ い て の 認識は ，ま だ か な e
）

低 い よ うに 思わ れ る．

　そ こ で ，こ こ で は 瀬戸 内海東部に 位置す る 播磨

灘 と大阪湾を モ デ ル 海域 と し て 選び，こ こ で の プ

ラ ソ ク ト ン を め ぐる炭素，窒 素， リ ン （以下 C
，

N ，P と略す） と りわ け N ，　 P の 循環 に つ い て 概

説する．

2．　大 阪湾，播磨灘 に おけ る N ，P の 流 入負荷と

　収支

　 こ れ ま で ，播磨灘 ・大 阪湾を
一望の もの と した

N ，P の 循環図は 提出され て い な か っ た ．しか し

なが ら最近，柳 ら（1985）2）
は ，播磨灘 ， 大阪湾両

者 の N ，P 収支を 明らか に し て い る．彼 らは ，保

存物質で ある 塩分を指標に し て 備讃瀬戸，播磨灘 ，

大阪湾，紀伊水道 の 全 体の 海水 同士 の 交 換率を 推

定 し，そ の 値を用 い て非保存性 物 質で ある N と P

の 収支を見積 っ て い る．海洋物理学者 の 提出 した

こ れ ら の 数 字 （現 存量 ，流 出入量）を倹討す る と

ともに ， 各ボ
ッ

ク ス 内の N
，
P の

‘‘
詳細な ふ る ま

い
”

に つ い て 考察を加え る の は ，我 々 海洋化学者

に 求 め られ て い る課題 で あろ う．以 後の 議論ぱ ，

こ の 柳 ら （1985）2）
の 収支を 念頭に お い て 進め て

ゆ く．

　柳 らは ，1976 年 を デ
ー

タ の ベ ース に して い る

が ，そ の 前後の 播磨灘 ， 大阪湾へ の 流入 負荷量 の

推 移をみ て みた の が 第 1 図 （浮田 ら，19783）；城・
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第 1 図

　 推 移 （1955〜1977＞．

71 1977

大 阪湾 ・播 磨灘へ の N ・P 流 入 負荷量 の

一 158一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Oceanographic Society of Japan (OSJ)

NII-Electronic Library Service

The 　Ooeanographio 　Sooiety 　of 　Japan 　（OSJ ｝

大阪湾 ・播磨灘 の C・N ・P 循環 に お け る プ ラ ン ク ト ン の 役割

浜 田，19784）； 中西 ・浮田，19．　835））で ある．こ れ

か らわ か る よ うに ， 大阪湾 へ の 流入負荷 の 増大ぽ

著 し く，1955年 の 値を 100と した と き，1977年で

は で ，
N で 297

，
　 P で は 383 とな っ て い る．播磨

灘で の 伸び ば 若十 低い が，そ れ で も N で 265
，
P

で 229 で あ り， い ず れ も倍以上 に な っ て い る こ と

がわ か る，

　 と こ ろ が ， こ の よ うな N ，
P 流入 負荷量の増大

に もか か わ らず ， 溶存態 の N
，
P の 濃度に は ，あ

ま り大 ぎな変化傾 向が み られ な い （月館，19835）；

城，19837）），こ の 間海洋 物理過程は 大 き く変化 し

て い な い と考 え られ る の で ， こ の こ とは ，生 物 ・

化学的 過稈 で の 何ら か の バ
ッ

フ ァ
ー効果 の 現わ れ

と思わ れ る．

3， 各要素の 現 存量の 見積 り

　生物過程 に お け る 第一段階 の 表現形 は ， 植物 ブ

ラ ン ク ト ン に よ る基 礎 生 産 に ある と思わ れ る の

で ，先ず海域 に 現存 し て い る N ，P の うち ，植物

プ ラ ン ク ト ン が ど の 程度を 占め る の か に つ い て 見

積 っ て み る こ とに す る， こ こ で は そ の
一

つ の 方法

と し て ， 播磨灘に つ い て 以下 の よ うな方法で 推定

を 行な っ た ．

　播磨灘 で は ，
ユ979 年以来 10〜20 の 観測点 で 各

層1採水 した 各 年 50〜100 の 試水 に つ い て （Chl　a

〈SCOR ／UNESCO 法）と懸濁態有機炭素 （POC ），

懸濁態有機窒 素 （PON ）お よ び懸濁態全 リ ン （PP ）

を分析 ・定量 し，それ らの 関係 を調 べ て い る．そ

の
一

例を第 2図 （門谷 ら，未発表）に 示 した ．

　こ こ で ，
PP （μg−at ／1）＝0．0354 × Chl　a （，ug ／l）十

〇．226 （r ＝ 0．875） と い う
一次相関が得ら れ て い る

が，今，
一・

般 式 Y ＝ a × Chl　a 十 b （Y は ，　 POC ，

PON ，　 PP）中 で a は 植 物 ブ ラ ン ク トソ に の み 関

係す る と し ，
b は 植物 プ ラ ン ク ト ン 以外 の デ ト ラ

イ タ ス （バ ク テ リ ヤ ，微 小動物 ブ ラ ン ク ト ソ な ど

を含む）に よ る とす れ ば，別に 求め て お い た Chl　a

の 現存量に a を掛ける こ とに よ り，植物 ブ ラ ソ ク

ト ン 由来 の C，N ，　 P 量 を見積 る こ とが で きる．

こ れ ら の 値を さ らに C，N
，
　 P の 現 存量 か ら差 し

引けば ， デ トラ イ タ ス な ど植物 プ ラ γ ク ト ン 以外

に 起源 を もつ も の C ，N ，　 P 量 とな る ．

　 こ の
一

般式 の X は ， ともに Chla で あ る の で

a
，
bの 値か ら，植物 プ ラ ン ク ト ン お よ び デ ト ラ イ

タ ス な ど の C
，
N ，　 P 比を求め る こ とが で きる．
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第 2 図　播 磨灘 に お け る クロ ロ フ ィ ル a

　　　 と 懸濁態 P の 関 係，（門谷 ら， 未発表）．

　 　　 ● ； O，2，5，10m

　 　 　 O ； B −．2m

第 1 表　播磨灘 の 懸 濁粒子 の C，N ，P 比
＊．

寺巳 期
C N P

a b a b a b

ユ976年 6 月 23〜27 日

1980年 11月 14〜18日

ユ981年 6 月 27〜29 日

　　平 　　 　均

106　　　 106
106　　　 106
106　 　 　 106
106　　　 106

13．216
，317
．115
．5

13．75
．328
．729
．25

0，981
、160
．910
．95

1．131
，351
．141
．21

＊ Y ＝a × Chla＋ b を用 い ，　 Chla と POC ，　 PON ま た は PP の 実測値 か ら最小乗法に よ り算出 し，

　 C を 106 と し た 相対値 で 示 した ．　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　 J
’

　 こ こ で ，a は 植物 プ ラ ン ク ト ン に の み 関 係す る と し，　 b は 植物プ ラ ン ク ト ン 以外 の 懸濁物 に よ る も

　 の と して い る，
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第 2表 大阪 湾 ・播磨灘 に お け る 各 態 N ・P の 現 存 量 （ト ン ）と全休 に 占め る 割合 （％），

大阪湾　　　　　　　　 ト ン

　 　 　 　 　 DIN 　 　 　 5052

　 　 　 　 　 DON 　　 　 4ユ46

　 　 　 　 　 PON 　 　　 2672

　 　 　 　 　 　 　 P ＊　 　 1602

　 　 　 　 　 　 　 D ＊＊　 　 1070

　 　 　 　 　 　 　 Z ＊＊＊　 　 242
　 　 　 　

厂
rota！　　　　　　I2128

播磨灘

　 DIN 　　　 4870

　 工）ON 　　　　　　767C

　 PON 　 　 　 5500

　　　p ＊
　　 2360

　 　 　D ＊＊　　 2540

　 　 　 Z ＊＊＊　　 475
Total　　　　 17915

　（％）

（4ユ．7）
（34，3）
（22．0）

（13．2）

（S．8）

（2，0）
（100．0）

（27．2）
（42．8）

（30．7）
（13，2）

（14．2）

（2，7）
（100．0）

　 　 　 　 　 　 トン

　 DIN 　 　 　 565

　 DOP 　　 　 430

　 POP 　　 　 510
　 　 　 P ＊　　 222

　 　 　D ＊＊　　 288

　 　 　 z ＊＊＊　 　 19

Total　　　　　　 1524

　 D 工N 　 　　 721

　 DOP 　 　 　 306

　 POP 　 　　 gn

　 　 　 P ＊　 　 384

　　　D ＊＊
　　 492

　　　 Z ＊＊＊
　　 35

Total　　 　　 1938

　（％ ）

（37，1）
（28，2）
（33，5）
（14．6）

（18，9）

（1，2）
（100．0）

（37．2）
（エ5 ．8）
（47．0）

（19．8）
（25，4）

（1，8）
（100，0）

NIP19

．821

．411
．616
．0

　 8．228

，217

．6

15，055
．513

．413
，611

．430

．020
．U

P ＊
： 植物 プ ラ ン ク ト ン 態

一N ，P 　　D ＊＊

； デ ト リタ ス 態一N ，　 P

Z ＊＊＊
； 動物プ ラ ン ク ト ン 態

一N ，P

DIN 溶存無機態窒素，　 DON 溶存有機態窒素，　 PON 懸濁有機態窒素

DlP 溶 存無機態 リン ，　 DQP 溶存有
’
機態 リ ン ，　 POP 懸濁有機態 リン

（数字 の 出所 に つ い て は本 文 参照 ）

第 1表 （岡市 ら ， 19848））に ， そ の
一

例を示 した ，

こ れ に よ る と播磨灘 で は ， 植物 プ ラ ン ク ト ソ は ，

REDFIELD 比
9）

の 106 ：16：1 に きわ め て 近 く，

デ ト ラ イ タ ス な どで は N が 少 く P が若干 過剰に

な っ て い る の が わ か る．

　大 阪湾で は ，こ の よ うな計算 の 基礎 となる値が

な い の で ，城 （1985）7〕
の デ ータ を引用 した ．但

し，PON ，　 POP 内の 植物 ブ ラ ン ク ｝・ソ ，デ b ラ

イ タ ス の 区 別 は な か っ た の で ，植物 ブ ラ ン トン 態

の POC の 現存量 （9，
　1001 ・ソ

， 城 ，1980）10）
を

基 に ，大阪湾の 植物 プ ラ ソ ク ト ソ の C，N ，　 P 比

が 106：16 ：1 で あ る と仮 定 して 植 物 プ ラ ン ク トン

態 の N
，

P 量を 計算 し た．

　 また ，動物 プ ラ ン ク ト ン の 現存量 は ，大阪湾 で

は 城 。宇野 （1983）
11） が 報告 し て い る C の 現存量

を基に ， 動 物プ ラ ン ク トン の 平均的な C ， N ，　 P

重量比 を 40 ：ユ0；0．8 （PARsoNs　 et　al ．198412））と

して 計 算 した．播 磨 灘 で は ， N は 岡 市
・丸 茂

（1985）13〕
の 値を用 い ，P に つ い て ば 上 （1985）

14 ）

が報告 し て い る動物プ ラ ン ク ト ン の C の 現存量 の

値 か ら先 の 重量 比 を使 っ て 換算 し求め た ，

　溶存態 の N
，
P に つ い て は ， 播磨灘は 岡市 ・門

谷 （1985）
15 ）

， 遠藤 ・今林 （1985）
16 〕

よ ip　
， 大阪湾

ば ，城 （1985）7）
が報 告 し て い る値を用い た ．

　以上 述べ て 来た こ とを ま とめ る と第 2 表 の よ う

1こ な る．こ れ らの 数字 の 内 Total　N ，　 P は ， 播磨

灘 の P を除げば，柳 ら （ユ985）2） が求 め た 現存量 の

数字 と互 い に よ く
一

致 して い る．播磨灘の P に つ

い て ， 柳 らの 見 積 りが 約 1
，
　OOO　1・ン 多 い の は ， 海

水中 の P 濃 度 を 過大 に 見 漬 っ て い る せ い で あ ろ

う．播磨灘 と大阪湾を比 べ て み る と N ，P 共，播

磨灘 の 方が よ り粒イ
．
態 の もの が 多い （N ； 大阪 湾

．＝22％，播暦liva＝31％，　P ； 大 阪 1弯＝33％，播磨

灘＝74％） の が特徴 で あ る．

4． 動物プ ラ ン ク トン をめ ぐる N
，
P 循 環

　　
一

般に ，植物 プ ラ ン ク ト γ の 栄養塩摂取は ，

ミ ハ エ リス ・メ ン テ ン の 酵 素反応速度 X （1）で 表

わ す こ と が で きる ．

　　　　　　　V ＝ Vm × S／K 、十 S　　　　 （1 ）

しか し な が ら，こ の 式の Ks （栄養塩 濃度に 関す る
’
巨飽和定数）は 種に よ っ て 大き く異 な り，実 際 の

一 160一
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　　　　　 Phytoplankton

　　　　　　　　 l 鰹 一一と．芸
辺 ：ニー・：一，．卩

　　　　　　　　
’

竚ミ　 悔 ．
．

一丶

　　 　　　 　　 　　 閥 1602
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ton
　　 　　　 　　 　　 P　222

　　　ASS，IMILATION　　　　　　　　−一…

Z 。。，  、益’11；2   ・d

EXCRETIO囲
■レ N4 。
　 　 　 　 　 　 ton／d
　　 P14

　量
FECAL　PELLI≡τ

四42
　 　 　 　 　 tonld
P　 5．5

　 　 Phytoplankton

　　　　　
｝篶 職 ：芦

　 　　 　　　 N2360
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ton
　 　　 　　　 P　 384

ASSIM「LATIO凹

Z 。 。，lan、，。 ．’1211　 t・ n・d

N475
　 　 　 　 ton
P　 35

　 EXCR［TIO凹
ゆ ・

閥 79
　 　 　 　 　 　 ton／d
　 　 P26

　ラ
FECAL　PELL［T

閥 83
　 　 　 　 　 ton／d
PIO

Osaka 　Bay 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Harima −Nada

第 3 図　大阪湾 ・播磨灘に お け る 動 ・植物 プ ラ ン ク トン を め ぐる N ・P の 動態

　　　 （数 字 の 出所 に つ い て は 本 文 参照 ）．

海域 の 植物 プ ラ ン ク ト ン 群集全 体に 適用 で きる数

字 は な い ． し か も沿岸域 で は ，栄 養塩濃度 の 変動

幅 が大 きい た め に ， 増殖が栄養塩に よ っ て制限 さ

れ て い る 可 能性 が 高 い ．こ の 他 ，それ らの 測 定 に

あた って も多 くの 技術的問題点 もあ る の で ，こ こ

で は 植物 プ ラ ソ ク ト γ に よ る N ， P の 摂取に っ い

て は 省略 し ， 動物 ブ ラ ソ ク ト ン に よ る植物 プ ラ ン

ク ト ソ の 摂 食お よ び排泄 に 伴 う N
，

P の 動 きに 注

Hす る．

　動物プ ラ ン ク ト ン の 摂食，排泄 に よ る N
，
P の 移

行量 に 関す る知見は 多 くな い が，飯塚 ら（1976）17）

，

BuTLER ら （1970）ts）
の 報告 して い る値 （第 3表）

と先 に 第 2 表 で 求 め られ て い る 値 を使 っ て ，大 阪

湾 お よ び播磨灘 の N ，P 収 支を計 算 した．

　第 3 図 に は こ れ ら の 計算値が示 し て ある．こ こ

で は 現 仔量 を ト ン で ，移 行量 は ト ン ／日 で 示 した ．

第 3表で も既に 明 ら か な よ うに ，動物プ ラ ソ ク ト

ン は 植物プ ラ ン ク ト ン の N ， P 現 存量 の 1割前後

を ， 1 日当 り摂食 し て い る こ とに な る が 1 排 泄 に

当 た っ て は N と P で は 大 ぎな差が あ り， 播磨灘に

第 3 表　動物 プ ラ ン ク ト ン に よ る N ・P の 吸収・
排泄．

N 　吸収 ・同 化量

　 排泄量

　 糞粒排出量

　 溶存態窒素 と し

　 　　 て の 排泄量

P 　吸収 ・同化量

　 糞粒排出量

　 溶存態 リン と し

　 　　 て の 排 泄量

現存量　　　　　@xO ，46・・・…　17
吸収・同 化 量×0．67 ……1

j 吸収・ 同 化量×0，38 ……

） 吸収・ 同 化量xO，36 ……

） 現存量　 　　×1．25 −…・

） 吸 収・ 同 化量×0，23 ……

） 吸収・ 同 化量×0．60 ……

） 17 ） ；飯塚ら　（1976 ），　18 ＞ ；BuTLER 　ら（19

） おけ る結果（岡市，1979） 19 ） と 同じ よ う に

ﾌ 方 が約 L5 倍速 く無機 化 され て い る．これ

の排 泄 量 ば ， 溶 存し て い る無機 態 のN ，P の

`4 ％ 程 であ る が ，栄養 塩 類は夏季 には表 層

で 低 濃 度 と なる ので ，これらの 値は沿岸 海域

生 態 系にと っ て は ， 無 視し得な い量で あ る ．

た，糞 粒と して 下 方 に輸送さ れ る 量 は，播磨

で は 流 入 負荷量を 超 えてお り ，大 阪湾 で も 2

搭 ﾟ くを占め る こ と から，動 物プ ラ ン クトン

沿岸浅 海域 でのN ， P 循 環 に果 たす役

の 大きさが

解でき
る
． 一 161 一 N工工一 Eleotronio 　
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第 4 表 　大阪湾 ・播磨 灘 に お け る N ・P の 堆積量．

堆積域 堆積速 度 表層堆積物中 の 平 均濃度

　 　 N 　 　　 　 　P N

堆債量

P

〔km う （9／cmL ／y） （mg ！9） （t（＞n．／d｝

大 　阪 　湾

播 　磨 　灘

12752000   ，191
）．20

2
∩
621

0，400
．36

14，619
．7

2．663
．95

（数字 の 出所に つ い て は 本文参 照 ）

5． N ，　 P の 沈降 ・堆積量

　　次に ，糞粒な どが海底に 到達 し堆積物に 移行

す る 量 を見積 っ て み る，井 内 （1982）
’
コ e、

に よる瀬

戸内海表層堆 積物 の 粒径分布 よ り，泥質堆 積物 の

堆積域を それぞれ，人阪湾 ； ユ，275km2 ，播磨灘 ；

2
，
　OOO　km2 と し，平 均的 な堆 積 速 度 を大阪湾 ；

0．199／cm2 ／y　（十公本 。 横 川，　1978，　王艮力「1。塩VI，

1986）22），播 磨灘； 0．20　9／cmL
’

／y （星加 ら，1983
’
z3 ｝

；

門谷 ・岡市，1984）24）

， 表層堆積物中の N ，P 平

均濃度を 大 阪 湾 ； N ；2．2mg ／g，　 P ＝ 0，40　mg ／g

（塩 沢 ら，1979）2s）

，播 磨 灘 ； N ＝1．　8　mg ／g ，　 P

＝O．36mg ／g （門 谷 ら，1987）26 ）
と し て 計算す る

と第 4 表 の よ うに な る ．

　 こ れ らの 値ば ，柳 ら （1985）が幸「畳告 し て い る流

入量 の 値 と比 べ る と ， 大阪湾 で は N ； 7％，P ；

9％が 播磨灘 で は N ； 28％，P ； 56％ に 相 当す る

量が堆積物に 移行 ・除去 され て お り ， 流 入負荷 の

除去 の され方が大阪湾 と播磨灘で は大 きく異 っ て

い る と矛想 され る、

　 こ れ らの 沈降 ・堆積量は ，第 3 図 で 得 られ た動

物 プ ラ ン ク ト ソ の 糞 粒 排 出量 の それぞ れ ，
N で

24〜35％ ，
P で は 40〜48％ に 相 当す る ．つ ま り

，

N に 比 べ て P は 多 くの 量 が 無機化す る こ と な く，

そ の ま ま堆積 し て い る 二 とに な る．

6． 漁獲量 の 推移か ら見た C
，
N

，
　P 循環

　次 に ， 漁獲に よ っ て 回収 さ れ る C，　N ，P量 が ど

の 程 度で ある か に つ い て 見積 っ て み た．第 5 表に

は ，大阪湾 と播磨灘 に お け る最近10年間 （1974〜

1983年） の 年間漁獲高 27）
と，ハマ チ の C，N

，
　 P

重量 比 か ら 求 め た 漁 獲物中 の C，N ，　 P 量 を 示 し

て ある． こ れ に よ る と，漁獲 に よ る N ，P の 流入

第 5 表　大阪湾 ・播磨灘 に お け る年間 漁 獲量 と，

　　そ の C ・N ・P 換算値 （ト ン ）．

　　 　　　 漁獲量
＊
　　C ＊＊

　 N ＊＊
　　P ＊＊

大 阪 湾 689007579 　1723 　172 ．3
播　　．fi　　i難　　　60370　　　6641　　　1509　　　150．9

＊
； 1974年〜1983年 の 平 均 値

＊＊

1 ハ マ チ の C・N ・P 含量
：s）

（C ；11％，！＝2、5％，
　 P ；O．25％） よ り求 め た 値

負荷 景 に 対す る 回収 割 含は ，大阪 湾で 2％ 前 後 ，

播磨灘で は 6％ 程 度で あ る．

　 また，C に つ い て 基礎 生産 か ら 漁獲 ま で を 見て

み る と ， 第 6 表 の よ うに ま と め る こ と が で きる．

播 磨灘 の 基礎生 産量 は ，遠藤 ら （1982）
25） が 報告

し て い る 0．4ユ± O．34gC ／m2 ／d を 使 っ た ．

　基 礎生産 か らJ： 次生産 へ の 生 態効率は，播磨灘

で は 0，192 と計 算され た ．大阪湾 の 基 礎 生 産 量

は ，城 （1985）7）
に よ る と 2．15gC／m2 ／d で あ り，

慢性 的な赤潮状態 （動物プ ラ ン ク ト ン に 摂食 され

に くい 形 で の 生 産が 多い ）で あ る こ と を 示 し て い

る．こ の こ とが ， 生態効率が播磨灘 の それ に 比 べ

て 低 い ，0．084 とな っ て い る こ と の 大 きな要 因 で

あ ろ う．こ の 生態効率は ， 海域 の 栄養条件 （基礎

生産 の 多寡） と逆相関を示す傾向が あ る こ と が，

既 に CUsHING （ユ971）30）
や TANIGucHI （1973）

ユ 1）

ら に よ っ て指摘 され て い る． しか し な が ら，二 次

生産か ら見た漁獲割合は ，両海域 とも同程度で あ

る の で ，海 域而積の 狭い 大阪湾で は ， 非 常に 高 い

単位面積当 ウの 漁獲が あ る こ と が わ か る．

　 こ の よ うに 負荷 された N
，
P は ，基 礎生産 を増

大 さ せ ，ひ い て ぱ 二 次生産お よ び 高次生産を増加

さ せ て い る， こ の こ と は 第 4 図 に 示 し た漁獲量 の

経年変化か らも明 ら か で あ る が ，
こ の 増加分 の 多
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第 6 表　大阪湾 ・播磨灘 こ お け る 基 礎 生 産 ・二 次生産 ・漁獲量 と生 態効率．

　 基 礎 生 産 量 　 　 二 次 生 産 量

（gC ／m21d ）　　（ton　CIA ＊
／d）　　（gC／ms ／d）　　（ton 　C／A ＊

／c ）

大　阪　湾

播　磨　灘

2．15 3182
　1

　 0．181

0，084＊＊一．
8
−

26
↑ 0．078 ＊＊

漁　獲　量

（ton　CIA ＊
／d）

　 　 21

　　T

0．37 1368
　1

0．071

0，192＊＊

243　 　 　 　　 　 　 18
↑ 1＿ O、　07S＊＊ 1

A ＊

； 海域面 積　　
＊＊

； 生態効率

（数字の 出所 に つ い て は 本文参照）
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第 4 図 　大 阪 湾 ・播磨灘に お け る 魚
・
貝

　　 の 水揚量 の 推移 （1958〜1983）．

o

くは ，植物 プ ラ ン ク ト ン 食性魚で あ る コ ノ シ ロ や

マ イ ワ シ お よび 動物プ そイ ク ト ン食性 で ある イ カ

ナ ゴ や カ タ ク チ イ ワ シ など に よ っ て 占め られ て い

る，

　しか しな が ら第 6 表で も明 らか な ように ，播磨

灘 と大阪湾内で 生産さ れ た植物プ ラ シク ト ン の 80

〜90％が 未利用 の まま海水中や 海底表面 で 分解 さ

れた り埋没堆積する か ，
一

部は ，海峡 ・水道部を通

し て の 海水交換 に よっ て 系外 へ 流出す る こ とに な

る ，こ の よ う な 漁獲 の 増大 とは 裏腹に ，貝類 の 減

産が 1975年ごろ か ら H立ち は じめ て い る．（第 4

図）．つ ま り，増大 し た 基礎生席高次生 産 は N ，

P の 沈降 ・堆積量 を増加 させ る作用 を持ち，沿岸

域 の 貧酸素化を 引 き起 こ し ， 貝類の 大 幅 な減産 の

主な原因 と もな っ て い る．本報 で は ，触れ な か っ

た が，今後，貝類を 含め た ベ ン ト ス の 生産量 の 推

移と役割に つ い て検討す る必要が あろ う．

7・ おわ りに

　陸上 か らの N ，P 流入 負荷量 の 増大を，沿岸海

洋生態系は ， 粒子化 （動 ・植物 プ ラ ン ク トン ） を

進 め る こ とで 調節 し て きた （こ の こ と の
一つ の 表

現形 が
“
赤潮

”
で あろ う）が ，

こ の こ とは 浮魚類

の 低級魚化 （フ
．
ラ ン ク ト ン 食者 の 増加） と底魚類

（ベ ン トス 食者）の 貧弱化を伴 い つ つ 漁獲量 の 増大

を もた ら し た．さ ら に ，先に 述 べ た よ うに ，増大

し た 低次生産生物は ，沈降 ・堆積量を増 加 させ ，

夏期 の 貧酸素化を もた ら し，ベ ソ ト ス 相 の 貧凩 化

を 強 い て い る ．

　 大阪湾 と播磨灘の よ うに 隣 り合 っ た海域 で も ，

N ，P の 流れは大 ぎく異な っ て お り ， それ ぞれ ｝こ

個別 の 富栄養化対策を 必 要 と し て い る が，最 も基

本的 な こ とば 陸 上 か らの 流入負荷 を少な くす る こ

と で あ ろ う． こ の ，2
，
3 年，DIP の 減少や 透明

’

度 の 回 復な ど の 報告があ る が，さ らに 数年〜十年

程度 の 地道 な調 査 ・研究が求め られ て い る．
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